
 
 
 
 

「審議まとめ」から 

 

 

　　 

多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに ❷ 
 

 
【 「見方・考え方」の再整理 ❷  】 
 
◆　現行学習指導要領の「見方・考え方」は、 

(A) 各教科等の学びの深まり、(B) 各教科等を学ぶ本質的な意義 
という、二つの側面を有している。 

 
◆　次期学習指導要領については、(A)の側面は、「統合的な理解・ 

総合的な発揮」による構造化により具体化を図っていく中、「見 
方・考え方」は、（B）の側面である、各教科等を学ぶ本質的な 
意義を示すことに焦点化してより端的に示すことが適当である。 

 
◆　こうした考え方に基づき、各教科等を学ぶ本質的な意義として 

新たに位置付ける「見方・考え方」は、各教科等の資質・能力が 
身に付く中で、様々な世の中を見る視点や考え方が豊かになり、 
よりよい社会や幸福な人生につなげていけることを示すものと言える。 

 
◆　そのような性質の見方・考え方は、学習過程においては、各教科等の資質・能力が育成される 

中で、徐々に個々の児童・生徒の中で明確となりつつ、言わば「灯台」のように資質・能力の育 
成を導き、やがて学校教育を終えた後も、各教科等の学びの意義をよりよい社会や幸福な人生と 
することにつなげるべきことを認識させるものとも言え、教師にとっては、児童・生徒の学習・ 
指導を構想する際に「教科の本質を外していないか」を確かめられるものとして機能することが 
期待される。 

 
◆　今次改訂の「見方・考え方」については、上記の再整理で期待される役割を果たすことができ

るよう、「当該教科等が扱う事象や対象」、「当該教科固有の物事を捉える視点」、「当該教科固有の

考え方や判断の仕方」の三つの要素を含めることを基本とし、各教科等の特質に応じて定めるこ

とが適切である。 

 

源 流 
第３４７号　　教育長　　儘田　文雄 

　思いやりから出る感謝の言葉 

 

 

 

 
  
※　「ありがとう」に一言添えることで、相手を思う気持ちを伝えたいと考えています。

実業家・作家　デール・カーネギー  
深い思いやりから出る感謝の言葉をふりまきながら日々を過ごす。これが友を作り、

人を動かす真理である。 

出典：「賢人たちに学ぶ　自分を磨く言葉」本田季伸著（かんき出版）


